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令第8回参与会の開催

研究所は， 6月21A （金） 111砕から当研究所：.：.おいて

都8回参与会をIHl俄Lた。参・与会は，松厄金政価高p_E才：

・II拘次官｝，大綱 ~1、（絞IJ'r｛（＞；刷： i奇ぷ：'I'.(），内J能rt三自［S C文t.il'JI初

出・o,J!; 前前（外務『JI務次1仏木l付信民trn間空間調・tc会l'iPII

m の各参与，京畑ii所長， iJ'<V~ ， II I 1:1,両現•Jf.l.i\J~~のもと

に，｜昭和37年度・Jr活組合：および決11¥fWr,un和：例年佐

官主計四および収支予＇~：についてyf! i~' ・ ;1ll 1YJを行なっ
fニn

令第6回評議員会の開催

研究所は. 6月20！ヨ （木〕午後 lI冷から当研究所にお

いてt(J6 IIH評議日会をummした。評議只会は，京拘II所長
からII{｛和37および38年度の業務について総折説明を行な

勺た後，？｝ぞれ瑚f!J~t;、ら：げおよび碍年肢の決符報告，収入

幻l{予n:.nwj即r•Jr.t，、ら37および：路年，rrの~ir梁報告＇ :iJ1: 

~よl叫についてそれぞれ報告・説明を行ない， i~t~.l"t｝一致

でこれを承認した。

。おもな人事異動

おもな入、IHMt/1が次のとおり発令された。

図1！~資料部長心得 ｜授 /JI』＇｛ ・,・,: 

岡；！？資料部長を命ずる

li(f.frl九8：｛手7月1！~付け

・昭和39年度職員採用について

昭和39年度当研究所店員日採j日について，下記：梨?i｛［で試

験を突肱する。

1. 応掠fi栴 1!7~和13年 4 月 2 日以降Ii\生の者で大

学卒業 rn：・春3月卒業見込みを合む〉以上の学
路事？有ずる者。 〈大学院在学1.f：：・新規卒業者は

年令制限なし〉

2・ 試窃IRおよび場所 LO月6fl （日〕 j氏点京教育

報一一－一一一－

，，，屯畑判

大学

3. it~iimwa 9月16日から10月2日まで
本｛II：についての詳細．募集要項の必要な方は総務部砧

書課へご述絡ください。

。「アジア経済の長期展望計画」作業進捗状況

〔割強委日会〕

1. 委日会の1m1m
(1) 小委H会一容じtJミ;i]t:各会政一（6月Gl~ ) 

~·1n完局より今後の予定およびrj•U\J報告スケルトン

筋1次案の?Jtl引を行ない，各委！U是より委員会の研

究進捗状況の報告があり，中1111報告のとりまとめブj

の打ち合わせを行ヅ工「た。

ct母体予測委n会〕
1. '2${1会のmm目
( I) 卸22問委n会（ G月お日〉
同日11予測結果のー却が発表され，今後の研究；i{'j1!Ji

の打ち合わせを行な勺た。

(2) a’f2.1向安n会＜G r11s n) 
FWJ予測結裂が~t＜ され， t'/./11 された成長不．投

fiののび，などについて検討がなされた。今後の研

究計師が披討され， 7)1138までに各陣｜別抗当者が，

1~170'.!.fえのこ予測値，部門別予！i~lfi立にメモを付して立と

めるこどになった。

2. :if手務局の作業状況

(1) 部1Jサft料 No.5G in!Hnアジア諸国の l人当たり

｜司氏t号、il~if('. ( 1960年偶然〉表」の作成。

（訪問i内資料 No.55『東南アジアnm苅の同氏所f!J.統
言）・ (1~160年間柿）j の作成。

(3) 術品別輸入の所得日1目t'.U1立rw:o
(4) 1950年代京市アジアJnl賓の人1:1推計叶｛｛の筒1Eo

:L 今後の予定

(1) 7月r!1旬までに，阿別予狩仙の計・'f.（結県（品，＇，l:i信徒
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のもの〉を完成し，各署R会に配布の予定。

〔民業委員会1

1. 委H会のIHJfltt

(t）小妥民会c"n1"11) 
事務局にて-1l舶のデータをクロス・セクションに

て般討した結果により沿要の所1fJ.羽t性t?:IHの関数却

を悶別・，Wr円別に選定し， :r-1:淵については結論をえ

た。

(2> w21阿香川会（G月21r.r) 
「茶．ゴムの宙船子il!IJJについて洲村寄れより部

告がなされ， 1970＇.！，の宇UK予illU(1ftを伏見；。その他キ

ャッサパのそ1:..1m予測耐（を決定。

2. ，，ぷ務局作業状況

(1) 'lそ産史紙風勢。（（の計算合引絞さ・検討。 〈茶，プ人

当r終了〉

(2) ）／，’；弘［のJ』rw；「iif:H：ダUT.Illのfこ，V>tこ：＂／／
;l...セクシ zンで検討。

:L 今後の予定

’11mH~t告までに加給予測を完了する予定の治相殺

矧，－11・L~li ・砂羽If，指，ゴ l、．キャッサパの需要子包11f(1(i

をIlll，今まで選定した11:.11r・下訓J({（と訓較して紡s論を

JIIす。

〔資源委只会〕

I. 委民会のIH・lfm

(1）小委員会（fi月4日〉

三井金属鉱梁〈株〉，通j来：＇(1~山局w.；諜詞！と制，ス

ズの長期需給予測について打・ら合れせ。

(2）小委員会（6月13日〉

trh谷要員長ならびに小品j益三氏と中I削減告の作成

等に問し打ち合わせ。

(:I）小委員会（6月21日）

口本開発ilh（株〉，石油鉱業辿盟とJif(Mtel：＝.政〉：お

よび石油製品〈需要〉の長J~J予測について打ち合わ

．せ。

μ） なお，月中，林委員が八幡製鉄（株），三子｜＝金属鉱

業（除），右れ｜ゆ，1~業連日号， 円木41riJBilh（判：）．海外屯力

: l 0 

i凋究会の各委日等をj罷i功して，中間報告の作成学に

l主Iし打ち合わせを行なったu

2. 者日の安蹴

i~f訪日委·_f.'1会の結成に尽力された日本町i工（株）取締

役・lU毛沢長小山H宣言lむを6JI l口付けで・安只に！零時ti

した。これにより， ~if,！·号~n会の！昔日！士，者ruミとも

~-l-15名になる。

3. 事務局作成資料

大PG安Hを広1:1心として，同述総~／－ World Eneぽ'..Y

Suρρlies （海外'il：力t澗-fr.会提1Jりから， 『ア~ア地域

のエネルギ・－く1;;i白パランスヲtij ( I !l!iO～（j（内っち「f'F/iY.o 

〔了．：舵番目会1

1. 需n会のmum

(I) 釘no-r,小窓口会（ (i月1311）：セメント

fJ門：Hu・·~n才どれき．セメン！べ日始予11111の-Jii去を決

定。判l判定fi本形成， 建設業， 製j告業， fl1；：と捺，

per capita G. N. P. ［·こ対する~＂／，；~~r\l:JJt！：を，1：め．

」riTL比｛：をと｜司別比＊「立を行なうことに決定。

(2) 抑IOー7小若H会（G n21 Fl ）：肥料

tlそ1111'3H代:rm附川氏をJ討さ－，！肥料需要予測の方法
を決定。 ~，J~子測は，きわめーζ岡；目~であり，」Jr{f能

力と設備；｜何に法づき， ~l~.im：予測を行if:い，まず供

給加をおさえることに決定。

{3) 江IlO・ ・・8小委民会（6月28日）；紙

戸iJf."部門委日を招き，紙司；要予測の方法を決定。

最終消1'cMとしての紙と， 1l-1lHIJ日・としての紙に2分

し，ほぽセメン卜と｜司様の刀法をとる。紙の場合！土，

cross-countryのプ1訟をつめて行くことに決定。

2. 事務局の作業状況

(I) 航行t-::i'l'I：ソーグ，ソーダlKのバランス茨作成
（未定稿〉。

（ヱ） セメント，紙，＃itl日，繊維の所ftpjlj＼性市011.uのた

めの需要｜児数の型を選定。

(3) 各ifij品の計l萌すう勢鉱山のためのft料斡耐io

3. 今後の予定

(1) 令メント， l肥料，紙， l佼紙，鉄鋼，綿糸布， -A-棋

の各rW：円の羽H：生他.n・切：を7月1j 111）までに行なう。


